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水産教室の開催
三重県主催の水産教室を紀宝町の鵜殿港で開催しました。対象は鵜殿小学校５年生の51名及び神内（こうのうち）小学校５年生の16名、そして、くろしお学園からの１名、合計68名でした。
当日は天気も良く、海上は凪いでいました。しかし、潮の流れは速かったようで、水揚げは阿田和の２ヶ統ある大敷網（大型定置網）１ヶ統のみで少ないとのことでした。
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開会挨拶
　鵜殿港内にある漁協施設の前で全員集合。
　県尾鷲水産室伊藤室長から挨拶。
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選別作業の見学
　大敷網船の魚艙から大きな網ですくい上げられた漁獲物は選別台の上で様々な種類や大きさなどに選り分けられ、青いカゴに移されていきます。その後、重さをはかり、入札場所へと運ばれます。その様子を見学しました。
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入札の様子を見学
　セリに掛ける魚の入った大きなバットの回りに漁協のセリ人と仲買人が集まってセリが行われます。セリ人のかけ声に合わせて仲買人は木札（写真左上）に金額を書き込んでセリ人に示す方法でセリが行われていました。
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質疑応答
　場所を紀南漁協２階の会議室に移し、事前に児童から出された質問事項に対する答えを漁協職員の方から説明していただきました。
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県調査船「あさま」体験乗船
　３班に分かれて体験乗船しました。海は凪いでいたので、阿田和の大敷網が敷設されているところ（鵜殿港から５ｋｍ程）まで往復しました。
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大敷網について話を聞く
　阿田和大敷漁業生産組合の古川さんから大敷網の事について話を聞きました。大敷網の特徴等の他模型を見ながら仕組みを詳しく聞く事が出来ました。
　大敷漁船が水揚げする様子を収録したビデオを上映する予定でしたが、鵜殿小学校の２クラスは時間が無く上映できなかったので、学校で見る事が出来るように動画ＣＤを配布しました。
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大敷網で獲れた魚を調べる
　阿田和大敷で水揚げされた魚を図鑑などで調べました。
　魚を触る事を嫌がる子が多いかもしれないとも思いましたが、それほど抵抗が無かったとのこと。
県調査船「あさま」への体験乗船では船酔いする児童が何人かいましたが、無事行事を終える事ができました。参加した児童の皆さんお疲れ様でした。
　最後に、紀南漁協の方々、参加した学校の先生方、紀宝町関係者の皆さんをはじめ、行事の実施に協力頂いた全ての方々にこの場を借りてお礼申し上げます。
